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る外国語学院は 1997 年に成立され、1998 年と 2004 年にそれぞれ英語学科と日本語学科
が設立された。 
日本語学科では毎年 2 クラス、約 60 人の日本語を専攻とする学部生を募集している。








2.1 CEFR を参照した実践 
CEFR は言語の使用者と学習者を「一定の与えられた条件、特定の環境、また特殊な行
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まかな流れと関連の言語知識は表 1 の通りである。 
 
  表 1 「旅行から学ぶ日本語」の流れと言語知識 








































な流れと関連の言語知識は表 2 の通りである。 
  表 2 「社会で使える自己紹介」の流れと言語知識 








































 1 大連海事大学ホームページ http://www.dlmu.edu.cn/ 
  2 CEFR は、一定のコンテクストにおいて、人々が一定の結果を得るために行う目的をもった行為
を「課題」と定義する。 
  3 レアリア教材はインターネット上公開の H.I.S.デジタルパンフレットを利用した。 
   http://www.his-j.com/kokunai/kanto/digital_brochure/ 
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